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 野生型(B10D2/nSn)及び C5欠損マウス(B10D2/oSn)に抗 C5抗体(BB5.1)或いはコントロ
ール抗体(mouse IgG-1 isotype)を経静脈投与し、中左葉に対する 70%部分肝虚
血(90 分)/再灌流を施行し各群における傷害を検討した。更に炎症惹起物質 C5aと終





に復した。血清肝逸脱酵素 ALT値は 6時間後に最高値となり、抗 C5抗体で著明に抑制さ




カインの発現、浸潤性マクロファージ(CD11b+: P <0.001)、好中球(Ly6G+: P <0.001)
浸潤やアポトーシス(ssDNA染色: P <0.001; Cleaved-Caspase-3発現: P =0.021)の
































  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 ２年 ６月 ２６日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
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